
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【児童質問紙調査２】

「授業では、自分の考えを発表する機会が与
えられていたと思いますか」という質問に対し
て、「当てはまる」と回答した児童の割合が全
国及び全道を上回っている。

○

◎ 算数の基礎学力を身に付けさせるため、「小学生弱点克服ゼミ」の実施
◎
◎

小学校において、北大学力増進会の協力を得て１泊２日の合宿ゼミを実施
親学セミナーの開催

算数の授業において、コンピュータ等の情報
通信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、
電子黒板、実物投影機、プロジェクター、イン
ターネットなどを指す）を活用した授業をよく
行っている。

学校質問紙

【上砂川町の学力向上策】

○ 国語Ｂでは「書くこと」で他の領域に比べて、
全国に最も近くなっている。

教科
算数Ａでは「数と計算」で全国とほぼ同様に
なっている。

【児童質問紙調査１】

■上砂川町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1、児童数：21名）

○

放課後子ども教室における学習指導の実施

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

理科では「物質」、「生命」、「地球」で全国及
び全道を上回っている。

【学校質問紙調査】

◎

○

○

○

○

算数の授業において、コンピュータ等の情報通
信技術（パソコン（タブレット端末を含む）、電子
黒板、実物投影機、プロジェクター、インター
ネットなどを指す）を活用した授業をよく行った
結果、児童が算数の授業の内容がよく分かるよ
うになり、算数Ａの「数と計算」、「図形」におい
て、全国とほぼ同様になったり、全道を上回った
りしたと考えられる。

平均正答率の推移については、学校が組織的
に授業で児童が自分の考えを発表する機会を
与えた結果、児童が授業の内容を分かるように
なり、全教科で全国との差が縮まってきたと考
えられる。

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27

算数Ｂ

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）

算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）

算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

理科（物質）

理科（エネルギー）

理科（生命）

理科（地球）

上砂川町内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27

国語Ａ

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27

国語Ｂ

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27

算数Ａ

▲ 30.0

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0
H24 H27

理科

61.9 

54.9 

56.9 

23.8 

30.5 

29.8 

14.3 

11.0 

9.9 

3.5 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上砂川町

全道

全国

授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0 

24.3 

21.5 

28.6 

24.5 

32.7 

32.3 

14.0 

21.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上砂川町

全道

全国

算数の授業において、コンピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含

む）、電子黒板、実物投影機、プロジェクター、インターネットなどを指す）を活用した

授業を行いましたか

週１回以上 月１回以上

学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない

52.4 

43.3 
46.9 

40.0

50.0

60.0

上砂川町 全道 全国

％ 算数の授業の内容がよ

く分かる

- 125 -



【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎
中１～３を対象として町費で漢字検定、国語検定、英語検定を実施
中学校全学級に実物投影機を整備

理科の指導として、生徒が科学的な体験や
自然体験をする授業をよく行っている。

学校質問紙

【上砂川町の学力向上策】

教科
数学Ｂでは「関数」で他の領域に比べて、全
国に最も近くなっている。

■上砂川町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：20名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

理科では「生物的領域」、「地学的領域」で全
国及び全道を上回っている。

【生徒質問紙調査２】 【学校質問紙調査】

◎

○

○

○ 生徒が科学的な体験や自然体験をする授業を
よく行った結果、生徒が理科の勉強を好きにな
り、理科の「生物的領域」、「地学的領域」にお
いて全国及び全道を上回ったと考えられる。

【生徒質問紙調査１】

「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかっ
たことがありますか」という質問に対して、
「当てはまる」と回答した児童の割合が全国
及び全道を上回っている。

○

○ 国語Ｂでは「書くこと」で全国とほぼ同様に
なっている。

○ 平均正答率の推移については、学校で組織的
に授業で体験的な学習を取り入れた結果、生
徒がものごとを最後までやり遂げるようになり、
全教科で全国との差が縮まってきたと考えられ
る。
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